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AStudyaboutRemainsofChu(楚)inHunanProvince(湖南 省).
ISHIGUROH:isako
ThePurposeofthisarticlemakesacomparativestudyofarchaelologicalmaterialsanddescrip一
tionsofgazetteer.TheobjectisremainsofChu(楚)inHunallProvincee(湖南 省).Ying(郡),the
capitalofChuissaidatlinancheng(紀南 城),Jiangling(江陵)Hubeiprovince(湖北 省).Butnowi1
isalsodisputingwhereYingis.Jiang1孟ngstaysatthenorthshoreofChangjiang(YangziRiver).Hu一
nanisonoppositeshore,soitisagoodworktoanalyzeremainsofChuinHunanforthequestion
aboutChucapitalYinandJinancheng.
ThereisalmostnothingaboutChuinHunanonhistoricalliterature.Archaeologicalmaterialsare
indispensabletorestoreChuinHunan.However,thereisalsoalimitationofarchaeologybecauseof
10tsofuno伍clallymaterials,itisdi且iculttorestoreChuinHunanonlybyarchaeologicalmaterials.
ThetiterarureoftheeasternZhou(周)period,thesametimesofChu,writesnothlngaboutChuinHu一
nan,someofremainswritteningazetterisrelatedtoChu.Wecangiveattentiontothiskindsof
remainsingazetteerafterSong(宋)dynasty.
Forresearchofcitysiteandimperialtomb,gazwtteerisrecognizedasusefulmaterials.Butit
wasnothingbeforetocomparearc為aeo璽ogica弛materialswithdescriptionsofgaz、vtteerinalocal
reg董on,becausedescriptionsofgazetteeraboutremainsinanoldperiodcannotbelieveeasily.Collect一
重nglotsofdatesandpayingattentiontothereasonforexistenceofremains,descriptionsofgazetteer
canuseashistoricalmateria聖s。Withviewfromarchaeologicalmaterialsanddescriptionsofgazztteer,
wecanrestorethecond三Lionmoreactually.Thisisatrial,butitisalsoanewperspectiveonthestudy.
Inthisarticle,wehavealookforanoutlineofarchaelogicalChumaterialsinHunanatfirst.Next
,
tothis,weconfirmChuremainsinHunanondescriptionsofgazetteer.Comparing'witharchaeologi一
calmaterialsanddescriptionsofgazetteer,thedifferenceoneachofdistributionsbecomeclear.This
differencemeansadifferenceofChu'sruling.ItcanbeunderstoodChuareainHunandivideintotwc
parts,oneisundercontrolofChu,theotllerisnotrulingdirectlybyChu.Fromthisconclusion,the
wayofcomparingwitharchaeologica豆ma亡erialsanddescriptionsofgazetteerisgoodforgettinga
newperspectiveforunderstandingalocalregionandaboutrestoringtheconditionofruling.Of
,
course,thisnewtivayofstudyhasalotofproblem,however,totrythiswayofstudyinallChuarea,it
willbeabletomakeChu'srulingclear.
¶
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考古学的成果 と地誌記載資料を通じて
石 黒 ひさ子
第一章 問題の所在
本稿の目的は考古学資料と後代の地理書(地誌)の記載の比較検討である。対象 とするのは中国湖
南省における楚の遺跡であ る。近年,中 国 におけ る考古学成果は 目覚 ま しく,春秋戦国期においては
楚墓の発掘が質量ともに際だっている。その中心は,楚都鄙とされる紀南城のある湖北省江陵周辺で
ある。本論にはいる前に,本稿ではなぜ湖南省を対象とするのか,そ して考古学資料と地誌の記載を
比較検討する意味について説明したい。
楚の初期の都は丹陽 にあった。その後若赦か ら文王の時代(前791年至前676年)に郵へ移 る1。楚
頃裏毛二十一(前278)年に秦に より邪は陥落,楚 は東遷 して隣郷(現 河南省准陽)へ 遷都す る。通
説 では東遷 までの500～400年間,罫 は紀南城 とされて きたが,鄙 は紀南城ではな く,漢 水流域の楚
皇城(湖 北省宮城)と いう説 が石泉氏 によって提出 された2。従来 とは大 き く異 なる説だが,谷 口満
氏のいうように,石 泉説の批 判は容易なことではない3。
一方,紀南城は考古学発掘により春秋晩期から戦国初期に始まる都市遺跡 と判明 した4。これによ
り,春 秋期 の邪都 は紀南城以外 に求め る説 が有 力にな ってい る。 だが,東 西4450メー トル,南 北
3588メー トル とい う規模,こ;れまでの発掘で判 明 した城内の構造 か ら戦国期郷郡はやは り紀南城 と
考 えられ る。[1を巡る問題は 「楚史楚文化研究者 に課せ られた最重要課題」5であ るが,そ の解 朔は ま
だ果たされていない。紀南城は湖北省南部の長江(揚 子江)沿 岸にあり,「春秋時代にあっては,江
陵紀南城の地は湖南方面への前線基地の意味 をもつ。」6という見方がで きる。第四章 に述べる ように,
楚の湖南への本格的進出は平工期から恵王朝であ り,紀南城の築城 と一致する。
湾入左全孝は春秋に楚地は湖南に至 らずといい7,湖南の楚地は戦国以降の もの とする。これに対
し,同 じく清人衝戟祷は反論 するが8,考古学的事実 によって も,楚 の湖南への進出が本格化す るの
は春秋晩期である。やはり,紀南城の建設 と結びつく時期である。湖南での楚国の活動を分析するこ
とは,紀 南城 と劉～を巡 る問題において も有効 といえ よう。
だが,湖南における楚の活動を史書に探すことは困難である。前述の左全孝,曾 朝祐が楚地 として
4考証する地名も 『戦国策』,『准南子』や後代の史書に載る地名であり,この時代の史料の基本である
『春秋左氏傳』,『史 記』 にはみ えない。 また,そ れは地 名のみであ り,具 体的な楚 国の活動 を示す も
のではない。藤田勝久氏はr史記』楚世家について,他 の 『史記』戦国世家と同 じく,楚世家 も楚独
自の紀年に基づ くものではな く,第二次的系譜 ・紀年資料や説話資料などを複合的に編集 したもので
あるこ とを明 らかに した9。そ して,こ のため特に長江以南の状況の復元 には,考 古学資料が求め ら
れることを指摘 している10。
湖南省の楚文化遺跡について,『梵学文庫』として刊行されたシリーズに高至喜 『楚文化的南漸』(湖
北教育出版社1996年)Hがあ り,湖南省を中心に長江以南の楚に関する考古学資料を逐次引用 してい
る。また,同 シリーズ郭徳維 『楚系墓葬研究』(湖北教育出版社1995年)は巻末に楚系墓葬研究専書
・資料 ・論文索引を附す。この二冊は1990年頃までの湖南省の楚関係考古学資料を集大成するもの
である。湖南省では湖北省に比べ,楚墓の発掘報告書などの刊行も少ないが,特 にr楚文化的南画』
により,かな りの部分が補われた。だが,詳 細な発掘報告等が存在 しないという資料面の制約 もあ
り,これ らの考古学資料だけで長江以南の状況を復元することは難 しい。藤田氏もいわれるように,
楚墓の分布と楚の領域拡大は必ずしも一致 しないか らである12。
以上のように,長 江以南の楚 については,史 書に もほ とん ど記載 がな く,そ の他の先秦文献 にも断
片的に地名が確認できるにす ぎない。だが後代に編纂された地理書において,その地名の由来,古跡
などの伝承から楚の領域における実態が窺われるものが存在する。金中国の範囲で編纂 したものが総
誌,地域で編纂されたものが地方志であ り,以後,総 誌,地方志をあわせて地誌 と総称する。地誌に
は地域 ごとの地理 や行政,兵 防,ま た学 校 ・古跡 ・人物な ど文化についてが記載 され,明 清期 には盛
んに刊行された。今日でも新編地方志 として中国全国の県,市 といった行政単位を中心に刊行されて
いる。 また明清期の地方志は 『中国方志叢書』重3等,影印出版が増加 し,利 用 も簡便 になって いる。
この ように地理 書 に古跡,人 物等の文化 ・伝説 も記載す るような ったの は,南 朝 には じまる とい
う14。古跡な どについて も言及 した地誌の うち,現 存 するのは,北 宋太平興国年間(976年至938年)
編纂のr太平簑宇記』が最古の ものである。南宋以降も地誌は編纂され,明 天順五(1461)年刊r大
明一統志』にも項 目として古跡の記載が存在する。湖南省で も明代から地方志編纂が多 くな り,清代
には省志の編纂のために県志を編纂させるな ど,系統的編纂作業が行なわれるようになる};。楚国の
存在 した時期 によ り近い地理書 は,r漢書地理志』 であ り,『水経注』であ るが,「古跡 」,「祠廊」 と
いう項 目が存在 し,現存する宋代以降の地誌に注 目したい。
地誌における古跡,陵墓,祠 廟等の記載は,これまでも都城遺跡や皇帝陵等の陵墓の調査,研 究に
は用いられてきた。だが,一地域において,あ る年代の考古学資料全般 とそれに対応する地誌の記載
を比較する研究は過去には見当たらない。それには特に古い時代の伝承について,地誌における古跡
等の記載には疑問点が多いことがある。本論でも言及するが,湖南省安福(現 臨禮)に戦国期楚人,
宋玉の墓がある。この墓は清代嘉慶年間に,乾隆初刊r濫志』記載宋玉茎は根拠のないものと批判さ
れている16。地誌 におけ る古跡等の記載 をそのまま真実 として利用す ることは確かに困難であ る。
この点 について,馬 王堆漢墓 を例 に考 えた い。馬王堆i漢墓 は1972年,湖南省長沙で発掘 され た前
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漢の大型墓葬で,一号茎葉主前漢初代長沙丞相軟侯夫人の遺体が死後そのままの状態で出土 したこと
で大変有名であ る。陳松長 「馬王堆与馬王堆学」(『中国出土史料研究』第二号號1998年)では,馬
王権漢墓の地に存在した歴史伝説をまとめている。馬王権は地誌には 「双女家」「三姫墓」と記載さ
れ,前 漢景帝の子,長 沙定王劉 獲の母親の墓 と伝承されていた。また,五 代建玉馬股の盗掘を防 ぐた
めの偽墓,疑 家 という説 もあ り,馬王堆の 「馬」は馬殿 に由来 する といわれている。
これ らの伝承は発掘結果 とは一致 しない。「双女寡」 とは同 じ前漢代ではあるが,呉 茜以来異姓王
であった時代の丞相軌侯 とその家族 と,景帝妃である定王の母では,そ の性格 も異なる。 もとより,
景帝妃が長沙に葬 られるとは考 えられない。だが,発 掘結果をふまえて考えれば,異 姓長沙王臣下の
大裏を嫌 って,定 王に近い人物 の墓葬に改名 したとは考 えられないだろうか。 もちろん似たような例
が他に もなければ,こ のような推察は成 り立たない。ただ,考 古学資料 による知見 と地誌資料 を比較
すると,こ のように長沙王が異姓の呉氏か ら劉姓定王劉護に移 る時代の状況を傍証で きる という一例
にはなるだろう。
本稿における具体的作業としては,まず次章において,湖南省における楚関連の考古学資料を概観
する。続いて地誌に記載される楚関連の古跡等を確認 し,この二者 を比較する。比較の際には考古学
遺跡と地誌の記載の分布に着目する。この分布における差異を建国の支配の実態の差異と考え,湖南
省内には 「楚国」領域 と直接領域でない 「楚地」の双方が存在したことを想定するのがその結論であ
る 。
既に述べたように,こ のように,考 古学資料 と地誌における記載 の比較を方法 として用いた研究は
な く,研究方法 としては未知数である。 しか し考古学資料が増加する一方,そ れを裏付ける文献資料
が不足するという楚史楚文化研究において,特に文献資料の欠乏する湖南省の地では有効な方法 と考
えら:れる。 もちろん,上 記の例でみたように,地 誌 に記載される内容 をそのまま信用することはでき
ない。 まず地域に:おけ る古跡等の情報を広 く収集 し,そ こに伝承される史実 と,史 書において相当す
る記事 との比較 も必要である。 そのうえで,考 古学 資料による知見を加えれば,よ り実態 に近い状況
が再現で きるであろう。多分に実験的手法ではあるが,新 しい視点 としてこの方法に取 り組みたい。
第二章 湖南省考古学資料にみる楚関連遺跡
既述のように湖南省楚関連遺跡については,これまでの考古学的成果を集大成 した 『楚系墓葬研
究』,『楚文化的南新』がある。山下志保 「楚墓の基礎的研究」(『古文化談叢』第30集(下)1993年)
も楚墓に関連する発掘報告,研 究論文を網羅 し,ま た1980年代以降の体系的研究の発展を指摘する。
これ らの成 果に,近 年発表 された資料を補い,以 下湖南省の楚墓,楚 関連遺跡を概観 したい。
湖南省 というのは,い うまで もな く今 日の行政区画であ って,楚 の時代におけ る地域区分ではな
い。従って,周辺地域.特に長江南岸に隣接する湖北省松滋と湖南省澄県,また江西省薄郷と湖南省
珠洲などは類似性が指摘されている。本稿は湖南省における考古学資料 と地誌の記載の比較を目的と
するため,こ の点 については踏み込まない17。
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『湖南省地図冊』(湖南地図瞬版社1987年)第6頁湖南地勢から作成
楚墓の体系的研究に地域 ごとの機微を分類する試みがあるis。『楚文化的南画』では楚墓を湘北,
湘西地区,湖 中,淵 東地区,湘 南地区の三地区に分別 し,この三分類は湖南省内における楚墓の地域
的特色の基本 となる。湘北,湖 西地区は楚都劉1であった湖北省江陵に近 く,その影響がもっとも大き
い。一方,こ こには楚以前か ら巴や撲越が存在 した。湖中, 湖東地区は長沙を中心とする地域であ
り,羅 国,慶 国を楚が捷 した という地域でもある。湘南地区は楚以前には所謂 「百越」が存在 し,楚
の進出後 もその存在は色濃 く残 る。
本章では,地 誌 との比較の便宜上,湖 中 ・湘東地区,湘南地区,湘北 ● 湖西地区の順に資料の確認
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湖南省楚関連遺跡一覧表(表1)
地 名
(県・市)
確認できる禁裏
(基) 都 市 遺 跡 その他 資料
長沙 約2000(春秋墓有) 長沙楚城(推定) 1-42
湘羅 67(春秋墓有) 羅国城 43-45
湘郷 約300(春秋墓あ) 46-49
湘潭 16 50
珠洲 18 5]一59
醐陽 3 5956
益陽 300+(春秋墓有) 戦国期楚遺跡 58-6璽
他県 51
岳陽 7(春秋墓有) 大馬故城 5452-65
平江 安定城 戦国期楚遺跡 6G-6E
華容 14 6970
臨湘 11 71
一一 一『 一 一 『 ・{
衡陽(市) 約150 5472-75
衡陽(県) &2
来場 約110 76-78
締州 24 547980
資輿 80 8283
永州 4 84
『 一
常徳 1000+(春秋墓有) 策県故城 85-90
桃源 50十 黄禁城 90-94.
漢寿 95 (楚都市遺跡) 5495
澄県 1000+(春秋墓有) 鶏叫城,城頭山城,古城嵩城 9096-98
津市 22 99
臨濃 約200 中幅城,宋玉城 90101-103
慈利 数十 白公城 春秋戦国期楚遺跡 90104-106
石門 古城堤城 90
大庸 80十 戦国期楚遺跡 107
棄値 22 108
涜陵 200十 胎中故域(黒頭域) 90109・一110
辰漢 52 112-113
淑浦 1000+(春秋墓有) 義陵城 戦国期楚遺跡 90119-120
欝陽 約30 54121
麻陽 戦国期銅鉱 122
古文 79 123
保靖 12 124・一 一 『 .一.
資料番号は巻末 「湖南省楚関連発掘報告一覧」番号に対応(資料番号空欄は発掘報告未刊行)
を行ないたい。湖南省で発見された楚墓のほとんどは戦国期のものだが,その編年はまだ確立してい
ない重9。ここでは地域的分布に主眼をお くため,楚 墓 とは戦国雑纂を撮す こととし,墓葬の地点,発
掘された楚墓の総数量を表1に まとめた。春秋期の禁裏の存在する地域ではそれを特記した。楚の
都市遺跡については,簡 単な報告 しか存在 しないが,地 誌 との比較において特に重要であるため,確
認で きるものは全て列記 してある20。
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湘中 ・湘束地区
『楚文化的南漸』は,地 域 ごとに,一 地域内では年次ごとに楚墓発掘を紹介する。長沙についてま
とめ る と2000基以上の楚墓が調査,発 掘 された こ とになる。 この地区全体 で発掘 された楚x_は約
3000基であ り,多 数が長沙に集中 していることにな る。
長沙は1930年代から楚墓が発見 さ=れている。1940年代には子弾庫で崩書が発見されるな ど,貴 重
な文物が数多 く発見されたが,多 くは盗掘な どにより,考 古学的発掘報告はない21。考古学研究者に
よる発掘は1951年に始まる。以後数多 くの発掘 が行なわれ,約2000基とは,重951年以降現在 までの
総数である。地理的には現在の長沙市街に殆 どが存在する。 しか し,発掘報告が発表された墓葬は一
部分にすぎず,報告書でも個々の墓葬の様態や副葬品の埋葬状況には不明点が多い。発掘時未盗掘の
ものでは戦国早期 と考えられる測城橋一一号墓が二郷…棺の墓葬規模で副葬品の保存状態 も良い2f。長
沙市内では春秋晩期笹葉23も発掘されたが,春秋中期以前のものはない。また長沙の市街地に楚の都
市遺跡の存在が推牢されている29。
湘江河口に近接する泪羅県の北にある旧羅山で100基程の春秋戦国期から南朝期の墓葬が発見され
ている。春秋戦国墓六十七基の殆 どは戦 国楚墓で,66号墓のみ春秋晩期楚墓 とい う。温羅 山麓墓に
近い泪羅江西岸に羅城 という都市遺跡(羅 国故城)が 存在する25。南北約400メー トル,東 西約590メ
ー トル,総面積23.6万平方メー トル という規模で,試 掘では春秋後期の遺物が発見され,楚 文化 に属
す る。
油注支流漣水沿岸の湘郷か らは,四 つの地点 から総計300基以上の楚墓が発見され26,浦郷市東北
にある生形山では,墓 坑規模は中規模だが,二 郷三相の葬具を もつ戦国墓が二基発掘されている。 こ
の二基は夫婦の墓 と思われ,埋 葬後早い時期に盗掘 されているが,漆 器,陶 器が多数出土 し,戦国中
期で重要視される楚墓である。何家湾か らは青銅器を副葬 した春秋晩期墓が2i,紹lll灘区では春秋晩
期小型墓葬が少数発見され,いずれも越人の影響の強い楚墓と考えられている。湘江流域の湘潭,株
洲28,江西省 と隣接する劉陽,衡 陽 に近い故県か らも禁裏が発掘されている。
黄水河 口の益陽では1978年か ら1988年までに,総 計すると300基以上の楚墓が発掘された29。その
内最も古い時代に編年される十数基は春秋晩期のものである。益陽ではこれまでに楚の遺跡が発掘さ
れた報告が3カ 所からあ り,春秋晩期か ら戦 国期 のもの と推定 されている30。
湘江河口,洞庭湖東岸の岳陽では10基以上の楚墓が発掘されている。更口銭鳳形臓山では春秋中
期墓が発見された。 この墓は青銅器を副葬す る楚墓である31。そ こか ら3キ ロほ ど南西の大馬村には
おそ らく春秋期 に始まる とい う都市遺跡(大 馬故城)が 確認され,廉 国故城の可能性 もある32。平江
では東周から前漢にかけての都市遺跡(安定故城)が発見された。華客,臨湘でも楚墓が発掘されて
い る33。
湘南地区
湘南地区ではこれまでに400基以上の楚墓が発掘されている。湘江流域にある衡陽市では,湘江と
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宋水に囲まれる苗圃山墓地,石馬帰山墓地等で楚墓が発掘された。同墓地出土の春秋期墓葬は越人墓
と考 えられ る34。衡陽市北の衡陽県でも雑纂の発掘があ る35。湘江支流采六の沿岸 にある来場,来 水
上流の郁江沿岸郡州でも楚墓の発掘が確認できる。榔州の東にある賞典では春秋期から後藻潮までの
墓葬600基ほ どが発見 され,春 秋墓は超人墓だが,戦 国期 墓葬は禁裏である36。湘江上流 にある永州
でも楚墓が発掘された。湘南地区では大中型楚墓の報告はなく,楚墓 というのも副葬品の特徴で認識
されるのみで,木 榔の残存を明確に報告す るもの もない。また,所 謂 「越人墓」が楚墓 と隣接 して発
見されるもこの地域の特色である。
湘西 ・湘北地区
この地域では既に1200基以上の楚墓が発掘された。また現状からは湖南省で最も早 く楚文化を受
容 した地域 といえ る。 これまでの楚墓発掘は況水河 口の常徳 に集中する。特 に常徳徳 山では1950年
代か らほぼ毎年,楚 墓が発見され,常 徳での楚墓発掘総数は1000基を超 える。殆 どが戦国墓であ り
若干春秋墓 を含む37。また一辺が500メー トルの方形の大城 と,そ の面壁 に隣接 した一辺100メー トル
の小城が連結 した都市遺跡 があ り,索 県故城 という。 これは前漢策県跡 と考え られて きたが,東 周
期,楚 城 として築かれたもの という調査があ る38。
常徳西南,桃 源では50基以上の楚墓が発掘,調 査 さ;れている。桃源県県城北5キ ロに,黄 楚城(采
菱誠)と いう都市遺跡 があ り,隣 接す る獅子山か ら楚墓41基が発掘 された。獅子山の名 自体,山 の
東端の墳丘(封土堆)を獅子に例えたもので,墓葬の密集する地域である。黄楚城は東周期の禁城(都
市遺跡)と 判明 している。南北600メー トル,東 西830メー トルの規模で,5ん6カ 所以上の城門を も
ち,長 期間(吏罵されて いた という39。また桃源三元村楚墓では,「中腸王」銘青銅鼎が出土 した。常
徳東南,漢寿にも禁裏の発掘がある。その内戦国墓群のある祝家崩では戦国楚墓10基が発掘され,
この墓群か ら12キロほ どの所には戦国から漢代の都市遺跡が発見された40。
濃水流域では澄県丁家嵩新石羅遺跡から3基の楚墓が発見され,内2基 は春秋中期のものである。
泪羅の鳳形嘱山楚墓よりやや古い時期のもので,湖南省内の発掘では最も古い楚墓である。春秋晩期
楚墓 も数基発掘された41。これまでの楚墓発掘 は80基余 りだが,調 査では7県 全体に1090基弱の楚墓
が存在 する42。澄県の東,津 市で も禁裏 が発掘 された。濃県東南,臨 濃には湖南省内で最大の楚墓が
存在する。臨澄九里一号墓は裏 口東西34.5メートル,南 北32.8メー トル という大型墓で,老 の規模 は
湖北省江陵天星観一号墓43に匹敵する。盗掘 された墓であ ったため,墓 葬の全容は不明だが,天 星観
一号墓と同じく楚の封君墓 と考えられる。また近辺の楚墓,車馬坑から封着の家族墓地の存在が指摘
され てい る。
臨澄では この他楚墓180基余が発掘 されている44。澄:水中流の慈利では楚墓数十基45が発掘され,
慈利県石板村十六号墓では呉越二国史事等 を記 した竹簡が出土 した46。.濃水上流沿岸の大唐4i,濃水
水源の桑植にも楚墓の発掘がある。
溜水流域の濫県,臨 澄,慈 利等で都市遺跡7カ 所の調査がある48。澄 県県域の北10キロの鶏叫城は
南北400メー トル,東 西500メー トルの規模で,西 北6キ ロの所 には楚墓の密集地があ る。城頭山城
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は鶏叫城の西南,臨濃九里楚墓の東にある。 この都市遺跡は,新石器侍代の円形都市として近年重点
発掘 されているが49,南北250メー トル,東 西400メー トルの長方形の楚都市遺跡の調査報告がある。
澄県西北には古城崩城がある。山を利用 したもので,戦国期(楚)から秦漢期の軍事要塞と考えられ,
附近に楚墓の密集地もある。
古城簡裁の南15キロほ どの所 に,臨 澄新安郷の申鳴城(古 城堤)が ある。一辺が900メー トルか ら
1000メー トル という楚 の都市遺跡 で,湖 南省楚都市遺跡では最大規模である。臨澄東南,道 水流域
に宋玉城がある。南北300メー トル,東 西500メー トルの規模の楚都市遺跡であ り,附 近10年目以内
の山 には楚墓の密集地がある。申鳴,宋 玉は ともに楚の将軍,大 夫 といわれ50,後に述べる地誌の記
載と考古遺物の年代がほぼ一致する。
石門北部,喋水沿岸には古城境域 という都市遺跡がある。遺跡は長:方形でその南北の一辺が300メ
ー トルであ り,城内遺物から春秋戦国期楚誠 と考えられる。慈利県県城東には自公城という都市遺跡
があ る。南北350メーートル,東 西270メー トルの規模であ る。年代は春秋戦国期 から漢代,自 公 も楚
大夫であ り51,これ も考古遺物 と地誌の記載がほぼ一致する。 また慈利に春秋戦国期 の楚遺跡,大 庸
に戦国期の楚遺跡の調査があるs.。
湖南省西部山間部のm水中上流域でも禁裏の報告がある。沃饒では楚墓約100基が発掘された他,
ボーリング調査で戦国から漢代の墓罪数百基が確認された。辰渓にも楚墓の発掘がある。淑浦では楚
墓150基以上が発掘 された53他,沈水沿岸大江 ロには戦国から漢代の墓葬1GGO基以上が存在す る。賠
陽で も楚墓が発掘され,麻 陽では戦国期の銅鉱が確認された。涜 陵西北の古丈5',保靖でも楚墓の発
掘がある。 この地域 は近年,楚 墓の発掘が増加 した地域である。
、一
沈水中上流域は湖南省楚墓の年代的下限を考えるのに重要な地域であ り,その中心が,灘中故誠
(黒頭古城)で ある55。涜 陵県県城西6キ ロにあ り,南 北250メー トル,東 西450メー トルの規模の都
市遺跡で,沈 水北岸に位置す る。ボー リング調査で墓罪数百基が確認されたのもこの周辺であ り,附
近には,戦 国か ら漢代の墓葬が密集す る。黒中故城は秦が顯中郡をおいた地点 という。 しか し,黙 中
故城遺跡も周辺の戦国墓葬の殆 ども楚のものである。淑浦で楚墓多数を出土する馬田坪には,義僕故
城がある。南北200メー トル,東 西350メー トルの規模の都市遺跡であ り,前 漢i義陵県の故城 といわ
れていたが,遺 跡内では楚の遺物が発見され,戦 国期楚に築かれたと考えら:れる。馬 田坪 には戦国期
の楚遺跡の発掘もある。
秦の黙中郡,胎 中城の位置には諸説がある56。一方,考 古学的な理解では,戦 国晩期秦墓は湖南省
で も確認 されるが,基 本的には湖南省全域 において戦 国末年 まで禁裏が存在する57。これまでに湖南
省では淑浦,大 庸,古 丈,泪 羅,長 沙で秦墓が発見 された58。賀剛氏の分析 では,「戦国晩期前半後
半のx代時期」即ち秦が楚語中を攻め,泰 然中郡をおいた紀元前280年前後には,長 沙,大庸,淑
浦,古 丈の秦墓 が相応する。 しか し,こ の後戦国末年 まで60年ほ どの期間,秦 墓や秦文化の要素の
ある墓葬 は出土例がない とい う。秦代にな ると,同 時代の墓葬の四分の一ほ どか ら秦系の器物が出土
する59。戦 国秦墓の出土状況 か ら,秦 が贈中郡の設 置は,湖 南西部涜水中下流域が妥当であろう。だ
がその後六国統一までの問,建国が東へ遷都しながらも存続 していた期間の湖南の帰属には討論の余
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地 があ る。賀剛説 に拠 るな らば,こ の時期,湖 南 が秦に統治 されていた とは言い難い60。
以上が湖南省楚関係遺跡の概観である。年代は詳細不明な資料が多 く,漠然 と戦国期を対象 とした
が,分 布地域の特徴 は示すこ とはできる。湖南省の四大河川,湘 江,濃 水,涜 水,資 水の うち,資 本
流域は,河 口の益陽の他に楚墓発掘はない。湘江では衡陽以南に春秋期楚墓がな く,戦国以降に楚の
影響下 となったのが明らかである。湘江中,下流地域は長沙楚墓が中心 となるが,岳陽,泪羅には春
秋期以来の都市遺跡が存在する。潭水流域は,これまで発掘で湖南省唯一の大型墓,臨澄九里一号墓
があり,湖南省内最古の楚墓が出土 し,都市遺跡 も多い。戦国期楚都鄙の地,湖北省江陵に隣接する
この地域は,楚の直接の影響が最も強い地域である。混水下流の常徳,桃 源にも楚墓の集中する地域
がある。沈水中流は秦の語中攻略に直面 した地域であり,戦国晩期麩素関係に重要な地域である。
これらをふまえて,次に地誌にみえる楚関連古跡,楚 関係の祠廊等を章を改めて考察する。
第三章 地誌にみる湖南省楚関連古跡
本章では湖南省の楚関連古跡(都城跡,陵墓な ど)と楚関係の祠廊の存在を宋以降の地誌に確認す
る。現存する地誌は湖南省だけでも膨大な数であり,全ての網羅は困難である。そこで北宋 『太平簑
宇記』,同紹聖四(1097)年刊 『新走九域志』61,同政和年間(1111年至2117年)刊『輿地廣記』,南
宗寳慶三(1277)年頃刊 『輿地紀勝』,同嘉熈三(1239)年刊 『方輿勝覧』か ら,ま ず宋以前 につ い
て探 りたい。次に天順五(1461)年刊r大 明一統志』,湖北,湖 南 を対 象に した明嘉靖元(1522)年
刊 『湖廣 圖経志』62,清光緒十一(1855)年刊行の 『湖南通志』63から,明 清期の状 況をみ る。その う
えで,先章で確認 した考古学遺跡 との関連を論 じたい。
宋代地誌の楚関連古跡等一覧が表2で ある。r太平簑手記』の流布本(嘉 慶八年重刊本)は 現湖南
省地域七巻(巻百十三至巻百十九)が欠巻 しているが,古逸叢書 『太平簑宇記補闘』に内五巻(巻百
十三至巻百十七)が 補わ=れる図。一方流布本 も欠巻部分 に補闘を補 う65。これ については古逸叢 書本
の内容に準 じるが,流布本補闘にも異なる記載があ り,r大明一統志』 と共に参考として表2に 附 し
た 。
宋の潭州は長沙を中心とした地区である。湖陵に 「羅県故城」と屈原入水の 「屈潭」が確認できる。
しかし,長沙に楚関連古跡等はない。岳州巴陵(現岳陽)に も 「羅国」があ り,巴陵には 「庭子東城
西城」 もある。更に屈原に関 して 「屈原寓居」,「屈潭」,「三間大夫廟」がある。華客では 「屈原祠」,
「草薬台」がある。章華台は楚霊王(在 位前541年～前529年)による宮殿であ る。 これは湖北省 内に
別説 もあ る66。
郡州府郡陽 には 「白公城」,「漁:父廟」 があ る。自公 は 「自公の乱」c前479年)67の白公勝 でな く,
その親族白公善で,自公城は善の築城という。「漁父廟」はr楚僻』漁父編,6史記』屈原質生列傳に
いう漁父を祀 るもので,武 岡にも 「招屈亭」,瞭 父亭」がある。招思事は屈原 を偲 ぶ ものである。
常徳府武陵(現常徳市)に は宋代地誌における楚関係古跡が最も集中する。「采菱亭」は屈原が菱
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宋地誌楚関連古跡等一覧表 (附明一統志 ・太平簑宇記補閥)(表2)
地名 古跡等名称 太平古逸 新走九域 興地廣記 興地紀勝 方興勝覧 明一統志 太平補閉
潭州府 湘陰 羅県故城 Q (敏) ○ O
(明:長沙府) 屈原塔 ○
屈原墓 ○ ○
屈潭(自沈之所) 0 ○
三間大夫(屈原)廟 ○ ○ o
益陽 五賢祠(屈原他) ○
岳州府 巴陵 羅国 0
廉子東城 ・西城 ○ ○ ○
屈原寓居 ○ ○
屈潭(自沈之所) o
三閻大夫(屈原)廟 ○ o O
屈原祠 0
平江 羅子国 ○
忠孝廟(屈原 考感候) O
華奢 章華台(楚藍玉) ○ ○
細腰宮(楚霊王) ○
楚霊玉茎 ○
申公廟(中妻) O
屈原祠 O
屈原墓 ○
衡州 来場 伍子育廟 0
郡州府 郡陽
」一 「
白公城(白公善) ○ 0 ○
(寳慶府) 漁父廟(屈原) ○ 0
武岡 招用事 0
漁父亭(屈原) ○ ○
『
常徳府 武陵 伍員廟 ○
(郎州 ・鼎州) 招屈亭 O 0 o 0 ○
採美事 ○
屈原(清烈公)廟 o 0
屈原祠 ○
張著減(秦) ○ 0 o
司馬錯城(秦) ○ 0 ○ 0
春申君名 0 O ○ 0
春申君墓 O ○ O O 0一
桃源 采菱城(楚平王) ○ 0 〇一
澄州府 灌腸 申明公城(申鳴) ○ O ○ C
(明=岳州府) 申明公募 0
申明大夫廟 ○
三間大夫山 0
宋玉城 ○ ○ O
宋玉繭 O
慈利 自公城(白公勝) 0 ○
辰州府 涜陵 講中故城(泰) O ○
辰漢 五城山(楚威王) o Q ○ O
涜州府 鷹陽 昭霊廟(屈原) O(催本)
(明:辰州) (玩州)昭霊祠(屈原) ○
凡例
O:古跡等存在
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を採ったところであ り,「招屈亭」,「屈原廟」 もある。「伍 員廟 」は楚平王期に楚から亡命 し,の ち異
相 として{zを陥落 させた伍子沓の廟であ る。秦 の楚顯 中攻略(前277,280年)の将,張 若 ・司馬錯68
の都城であ る 「張若城」,「司馬錯城」と,楚 相春 申書(在 職前250年至前237年)69の「春申君墓」,「春
申蒼枯」も同 じ武陵に存在する。桃源には楚平王(在 位前521年至前516年)が菱 を採 った という 「采
菱城」がある。「伍員廟」とは掲載資料が異なるが,『史記』にいう,楚都鄙陥落時伍子音が墓から掘
りだ して辱 しめたの も乎王である。
濃州澄陽(現 濫県)に は 「申明公城」,「宋玉城」,「宋玉膚」 がある。申明は 『説苑』,『韓詩外傳』
に載 る 「中幅」 で,自 公 の乱(前479年)で 自公を討 った楚将 であ る70。その 白公勝 「白公城」 が慈
利にあ る。宋玉は屈原の弟子であ り,『楚僻』の一部は宋玉の作品である71。辰州流陵 には 「熱 中故
城」,辰漢には 「五城 山」がある。胎 中故城は秦 が賠中 を攻略 した時の拠点 といい72,五城山は楚威
王の将荘矯73が築いた山城 とい う。玩州慶陽(現 益江)に は屈原 を祀る 「昭霊廟」がある74。
以上が宋代地誌にみえる楚関連の古跡である。まず屈原に関するものが多い。屈原は楚懐王(在位
前328年至前296年)の左徒だが,懐 王 の親秦策に反対,渓 水 の北 に放流する。その後,頃 裏王(在
位前298年至261年)に遷 ぜ られ,郭 清(現 湖北省都州附近)を 経て江濱へ至 り,泪 羅に自沈 する75。
湖南省における屈原古跡は那渚から江濱,泪 羅に奎る屈原最晩年の事跡によるものであろう。『楚僻』
渉江編による と,そ の行程は郡渚 から江(長 江),湘(湘 江)を 経て沈水に入 り,柱 渚(現 常徳),辰
陽(現 辰漢)を 通 り,淑 浦へ至る。その後 『楚僻』懐沙編 によると,沈 水,潮 水を北進 し,死 を決意
する。属原に関係する古跡が泪羅のある湖陵と隣接する巴陵,武陵(常徳)に集中するのは当然であ
ろう。屈原 と漁父の出会いの地は史書にはない。
伍子骨と平王の関係は指摘 したが,自公の乱 も無縁ではない。『史記』伍子育列傳によると,平王
の太子建の太榑であった伍子脊の父,伍奢は費無忌の議言により殺され,太子建は宋へ逃げる。胚子
晋は宋で建 と合流,鄭 へゆ くが,建 は鄭で殺され,伍 子膏は建 の子,勝 をつれて呉へ逃げる。 この勝
がのちに禁忌王に召還され,白公 となる。その後勝は令サ子西と対鄭策を巡って対立,自公の乱を起
こすのである76。申鳴 も白公の乱 と関係の深い将軍である77。草薬 台を作 らせたのは難平王の先代霊
王だが,伍 員廟,采 菱城,申 鳴城,自 公城 な どはすべて楚平王 ・昭王朝,す なわち前6世 紀後半か
ら前5世紀前半の楚囚に関わるものである。 こ;れは湖南省西北地域がこの時期に楚の領域 として認
識 され,そ の政治的影響によると考え られないだろうか。また,こ れ らと羅 国城 ・慶子城を除 くと,
屈原 ・秦の措中攻略に関わるものが残る。屈原が湖南に滞在 したのは語中攻略 と同時期であり,宋玉
はほぼ同時代人,春 申君 もそれに次 ぐ時代である。前6世 紀後半から前5世紀 と同 じく,秦の楚胎
中攻略期,前3世 紀中頃にも湖南に大きな衝撃のあったことを示すものだろう。
郡州の地に白公勝の未醤による白公誠があることや,屈原に出会った漁父の廟があることは何を意
味するのだろうか。自公善についは史書への記載もない。自公の末高という以上,戦 国期以降の人間
であ り,白公ゆか りめ外地から移民 した人 々の伝承か もしれない。
次 に明清期地誌 には以上のような古跡が どの ように記載 されているか,み てい ぎだ い。
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明清地誌楚関連古跡等一覧表 (表3)
地名 古跡等名称 明一統志
天順5年(1461)
湖底図経書志
嘉靖元年(1522)
湖南通志
光緒11年(1855)
湘南省志
(1995)
長沙府 本麻 先賢祠(屈原他) X 〈天順初知府建立) ×
湘陰 羅県故城 県東60里 × 県北60里 ○
県北105里長楽市 (河市郷)
屈原墓 旧悪江 潟羅 左従属平墓 ○
県北71里
屈原廟 県北60里 泪羅廟 在氾羅江上 ○
(玉笥1【止)
屈子行祠 × X 在城内
善化 屈子祠 × × 在嶽麓書院(嘉慶1建 立)
屈子祠 × × 在買誼宅(光緒1)
屈子飼 × × 在府学(光緒1改建)
陳屈両賛詞 × X 在妙高峰
(祀陳良 ・屈原 道光24建立)
益陽 五賢祠 県学西北 0 在竜台山(県東2里)
(元県サ建立) 一〉六賛詞→十九賛詞
故県 楚昭王廟 (周昭王廟) ○ (周昭王廟)
岳州府 巴陵 藻子国 府境 県東30里 環境
東西二城 東西二城 県東南30里
屈原祠 府境内 × 屈左往廟
在太平寺故地
県南60里新糖市
屈原宅 × X 在太平寺
城東13郡
平江 羅国 県南30里 ○ 平江県境
忠孝廟 県南 X 忠孝双廟
(祀犀原 ・孝感候) 県西 宋県令建
屈子飼 X × 旧三間廟(県南 明正徳年間)
在天岳書院(同治8年改建)
三賢祠 × × (祀屈原他宗人二人 明嘉靖14建立)
清康照61重建 同治8年屈子祠建立
i華容 章華台 X ○(県洛北) ○
(細腰宮) (県東)
申公廟 X × 在陳石橋(県東 認禁中亥)
楚霊玉茎 × X 在陣石橋北 く県東)
臨湘 如凶故城 × X 県東北8里江浜
楚子城
衡洲府 水府 三間大夫祠 X 0 屈左往祠(娑羅廟)
(城西) (県西)
来場 缶子膏廟 ○(在伍相橋) O 伍候祠(県北}
榔洲府 極東 三間大夫廟 X X (県南)
宝慶府 召陽 自公域. 府境内 県境内 (府城 楚白善築)
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地名 古跡等名称 明一統志
天順5年(1461)
湖広図経書志
嘉靖元年(1522)
湖南通志
光緒11年(1855)
湘南省志
(1995)
武岡州 新寧 白公廟 × × (祀楚白善 県南)
枕水廟 × × 県東35里(祀楚伍員)
常徳府 武陵 屈原祠 0(招 屈事後) ○ 屈左旋祠(集 束2里)
招屈亭 府城東 × 県南
春申君宅 在開元寺 在開元寺 在開元寺(県 南)
春申i君墓 在開元寺 在開元寺 在開元寺(県南) O
張若城 府洛東 ○ 県東百歩
司馬錯城 府城西 0 県西
四賢祠 × × 在府学内(兇屈原他)
子習事 × × 県東北60里
桃源 采菱域 ○ Q 県東北25里 ○
澄州府 濃州 申鳴祠 ○ X 忠孝祠
在灌腸(州治西)
申大夫祠
在中鳴城(州 南60型)
申鳴城 濃州南60里 ○ 安福県北60里(古城堤) ○
宋玉城 濃州南60里長楽郷 O 安福県東20里長楽郷 ○
屈左徒祠 X X 州東北2里
三賢祠 × X 在輩雲塔下(祀 屈原他)
安福 申鳴墓 X X 在寿光寺(東 北50里合口市)
宋玉墓 X × 在俗渓澗南岸(県東20里)
慈利 自公城 県東 県東5里 県東3里
辰州府 本府 三賢祠 × 祀屈原他 X
(成化年間建立)
涜陵 熱中故城 県西 ○ O
辰渓 五城lll 県東海360里 X 五城(五城山上)
(楚蔵王将軍荘橋) 県東南362里
辰陽故城 × X 戦国時楚地(県 西)
涜州府 麟陽 三間廟 × 県西城外半里 三間大夫祠(県 西)
(旧廟有)
(成化7年 重建)
三忠志祠 東北(祀屈原他)
蓮江 昭霊廟 昭霊祠 X 県南5里
元州東甫U里揚 有衆人昭霊廟記
渓 ロ
宋嘉定年間賜額
凡例
○= 古跡等存在
×: 古跡等無
記事 :古跡等位置(古跡等存在)
"L
l6
明清期には数多 くの地方志が編纂されるが,先述r大明一統志』,r湖廣圓脛志』,『湖南通志』の楚
関連古跡等を表にしたのが表3で ある。参考に現在刊行中のr湖南省志』文物志78に載る古跡を附 し
た。r湖南通志』の記載が多いこ とは一見 して明 らかである。 これは清代後半に祠廊,特 に屈原に関
わるものが多 く修建 されている こと,資 料の収集が体系的なこ とによるものだろ う。
長沙には朱代に続き,本府に楚に関わる古跡,祠廊がな く,隣接する善化(現望城)の 屈原祠等も
清代建立の ものである。湖陵 「一県政誠」に,『湖南通志』は2カ 所 の揖承 を示す。また平江 にも 「羅
子国」がある。巴陵 「慶子国」も記載があるが,宋代以来東西二城のものが 『湖南通志』では 「廃城」
だけになる。湘陰 「屈原墓」「屈原廟」 も宋代以来の伝承である。この二つ と湘陰 「羅県故城」は現
行 『湖南省志」 にも載 る。
益陽 「五賢祠」は屈原を含む五賢人を合祀する。これを 『大明一統志』は元代県勢が建立 したとい
い,「湖南通志』による と,そ の後合記者は十九賢人 に増 えている。 この ように合祀で屈原を祀 るも
のは宋代地誌にはない。平江 「忠孝廟」は屈原と秦孝感侯を祀る。この廟は宋代地誌にはないが,宋
県令の建立 という79。このことか ら屈原の合祀 は宋代末期 に始 まるのだろ う。故県 「楚昭王廟」は 『湖
廣圓樫志』のみにみえる。湖南省には楚王 を祀 る祠廊 は皆無であ り,こ れが唯一の例である。だがr大
明一統志』,『湖南通志』とも故県には 「周昭王覇」がある。南巡中死去した周昭王の最期の地は長沙
という伝承 があ り,多 くの地誌に長沙 「周昭玉蔵.1があ る。「楚昭王覇」はr湖 廣圖輕志』編纂者の
間違 いに違 いないが,湖 南に建玉廟がある と誤認 した考 え方は,時 代 を示 す ものであ る80。宋代の地
誌 をみる限 り,明 以前 にはおそ らく周 を楚 と間違え るこ とはな く,清 代では 『湖南通志』の ように編
纂体制が整備 されているので既 に伝承 のあるものには誤解が生 じに くい81。
巴陵 「屈原祠」,「屈原宅」は宋 代に も認め られるが,『湖南通志』によれば太平寺故地にあ り,湖
陵の屈原廟 に くらべ,地 域におけ る重要度は減少 した ようである。 華客 「章 華台」については,「楚
霊王墓」,「申公廟」など宋代地誌にはない古跡が登場 し,地域における信愚姓は増加 しているように
みえる。霊王の最期は 『春秋左氏傅』昭公十三(前529)年に傳があ る。公子比 らの反乱に より追い
つめられた霊王を自宅へ招き,最期を見取ったのが申公廟に祀 られている半歩中亥である。章華台は
南宗知県胡縮 「章華台記」(乾道六(1170)年)82があ り,宋 代に も基壇の ような ものはあったが,草
生 い茂 る荒地 だった とい う。弘治(1488年至1521年)刊本r岳 州府 志』 に よる と,楚 霊王墓は杏花
村 陳石橋の西北 であ り,申 亥土地 がその証で,郷 人に祀 られ るとい う。 また乾隆二五(1760)年刊
本 『華容県志』も杏花村陳石橋西北にあり,申亥土地ともいう。胡縮 「章華台記」は藍玉墓について
記 さない。r春秋左氏傳』昭公十三年傳 による と,霊 王 を葬 ったの も申亥であ り,申 亥の土地 に豊玉
墓があるのは傳に全く一致 し,逆に宋代以降の新 しい伝承にも思える。岳州府臨湘には 「如山故城」
があ る。乾隆十一(1746)年刊本 『岳州府志』 も臨湘 に如 山故城がある。楚子城 とい うだけだが,
なんらかの都城跡を古跡と認識したのだろう。
末代地誌では楚関係古跡等のない衡州,榔 州だが,明代以降には衡州本麻に 「三間大夫廟」,東陽
に 「伍子骨廟」,郁州桂東に 「三間大夫廟」と祠廊が出現する。『楚群』にみる屈原の湖南行程にはな
い地域であ り,伍子育も史実 との関連は不明だが,興味深い現象である。寳慶府郡陽の 「自公城」伝
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承 も宋以来存続するが,実 態 は時代 とともに不明にな り,『湖南通志』では府城は楚自書が築 く,と
伝えるのみである。武岡州新寧には自書を祀 る 「自公廟」,伍子育を祀る 「沈水廟」があ る。 自公廟
はおそらく郡陽人によるものであろう。宋代地誌ではこの地域に屈原 に関連 した漁父廟,招 屈亭があ
ったが,明 清期には姿を消す。伝承の増加 した華容の事例 とは対照的である。
常徳府武陵(現 常徳)で は宋代地誌の古跡等がほぼそのまま確認できる。特に 「春中潜宅」,「春 申
君墓」,「張著減」,「司馬錯城」,それに桃源の 「采菱域」は三志 ともほぼ同 じように記載する。春 申
君墓は 『湖南省志』文物志にも記載がある83。「屈原祠」,「招屈亭」は宋代の招屈亭 と,「子骨亭」は
伍員廟に繋がる。濃州でも濃州(安 福別)「申鳴城」,「宋玉城」,慈利 「自公城」は宋代以来の古跡で
ある。申鳴祠は申鳴城 に拠るものだろう。安福 「申鳴墓」「宋玉茎」は華客楚霊王墓 と同 じく増加 し
た古跡 と考之られる。宋代濃州に屈原関係の古跡はないが,「屈左徒祠」も登場する。
辰州流陵 「黒中故城」,辰漢 「五城山」 も宋代以来続 く。また辰漢 「旗揚故城」は戦国以来縫地 と
いう。涜州欝陽の 「三間廟」は成化七(1471)年重建 とあ るが,宋 代地誌にはない。一..江「昭霊廟」
(昭霊祠)は 宋嘉定年間(1208年至1224年)に賜額 とあ り85,宋代鷹陽の昭霊廟 に一致する。
明清期地誌楚関連古跡等の概要は以上であ る。 この時期の特徴の一・一つは五賢祠等に屈原を合祀する
ことである。 これは屈原を湖南先賢 と認識するようになった反映だろう。屈原合祀祠の多 くは末代に
楚関連古跡のある地域に分布する。また屈原を単独で配る祠も宋代に比べ大変増加し,衡州では明清
期に楚関連の祠廟が出現する。華容霊王墓,申 亥廟等新 しく増加 した古跡もある一方,古 跡等が減少
した郡陽の例 もある。宋代に同 じく長沙には楚 と直接関係する古跡が全 くない。
宋から明清まで安定 して確認できるのは,湘 陰屈原墓 ・屈原廟,所 在地 は複数説だが,羅 国城 ・庭
子城,華 客章華台,武 陵招屈亭 ・春申君宅 ・春 申君墓 ・張若城 ・司馬錯城,桃 源采菱城,濃 州申鳴城
・宋玉城,慈 利自公域,況 陵贈中故城,辰 漢五城山,花 江昭霊廟である。郡陽自公城 も伝承に残る部
分がある。部陽自公城を除 く,これらの古跡等は,そ れを補う形の古跡等が出現 したのが特徴的であ
る。また都城跡に関わるものが多い。
宋代地誌で も指摘 したが,上 記の都城跡 には,楚 平王期か ら自公の乱までの前6世 紀後半か ら前
5世紀前半と素胎中郡攻略期の前3世紀中頃のものがある。また羅国城,塵国城の存在も地誌の記載
が続 く。 どちらも史書に明確な記載はないが,羅 国は前7世 紀末,廉 国は前7世 紀初に楚に滅国 さ
れ,そ の後湖南省東北の地に遷されたと考えられる86。前6世 紀後半から前5世 紀前半の関連では,
その後伍子膏の祠廊が来陽や新寧に建立されること,前3世紀前半から後半では屈原が広 く祀られ
ることも注 目される。 また秦の顯中攻略以降 も,宋玉,春 弟君警鐘人の名が残る。
羅国,廉 国の事例 も考えると,前7世 紀頃にも湖南 に新 しい集団が進出 した可能性がある。 しか
し同時期の建玉や楚人に関わるものはな く,直接的ではなかったのだろう。その後二回の衝撃には,
政治的影響が伴 ったため,人 名 も記憶 された。秦の欝中攻略については,r史記』楚世家は秦が楚の
巫 ・黙中郡を抜いた(前277年)後,楚は狂奔十五邑を回復 した(前274年),とい う。春申君 と秦将
の名を並列 して伝え,反 秦を唱えた屈原廟があ り,宋玉の城が残ることは,「江勢十五邑」の回復 と
は湖南省北部を中心に広域なものだった と推定される。
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自公善は,地誌の記載が次第に不明確になることから,上記のような政治的衝撃とは異なる種類と
思われる。この点,羅 国,廉 国の地点 が複数存在 し,混 乱 しているの と類似する。白公の乱は永 く口
伝されたに違いない大事件である。『史記』伍子骨列傳が伍子育に続いて自公を記すことからも,白
公の乱は戦国期広 く語 り継がれていたと思われる。おそらくその末喬の伝説が湖南に存在 し,郡陽築
城伝説になったのだろ う87。
一方,湖南省楚関連古跡等を一覧する と,楚 王の名を冠するのは霊王墓のみで他にはない。これは
楚地でありなが ら,楚 中心地か らの強 い衝撃がない限 り,楚 の直接支配を意識 していなかった と考 え
られよう。これは大量の禁裏が発掘された長沙に楚関連古跡が全 くないこととも関係する。同じく楚
墓の集中地であ る江陵では,江 陵周辺 だけで も楚の荘王,庸 王,平 王の墓 が伝承 されてい る88。江陵
は楚都郷であるが,邦 といわれる祀南城は考古学調査で戦国後期,秦将白起による郵陥落以来,都城
の機龍 を失 った と確認されている89。長:沙では戦国期以降漢代まで墓葬が連続 して発見され,地 域の
発展は継続 した。その長沙には楚関連古跡が存在 しない。
この問題を考えるには,これまでに確認 した考古学資料と地誌における古跡等の資料の比較検討の
必要がある。 そこで章を改めて検討 したい。
第四章 考古学資料と地誌古跡等資料の比較
比較に際 し,まず都城 ・都市遺跡に注 目する。そ もそ も,都 市遺跡は城壁 や基壇等 目に見える遺跡
が存在 し,考古学発掘には地誌を参考 にすることも多い。 これまでにみて きた資料でも,考 古学発掘
と地誌にあるものが同名の ものは,地 誌の内容 や地域の伝承を もとに調査 ・発掘 された ものである。
発掘成果が地誌の内容と一致するのは,泪羅羅城 と 「湘陰県東北六十里」にある羅国城,桃源采菱
城,臨 禮 申鳴城 ・宋玉城,慈 利 自公城であ る。 この うち,羅 国城は他に も伝承地 があるが,采 菱城,
申鳴城,宋玉城はいずれも宋代から伝承が続 く都城跡であり,考古学的年代も地誌の記載にほぼ一致
する。また常徳策県故城,涜陵案頭城(胎 中故城),淑浦義陵故城のように秦漢以来のものと地誌に
は記載されながら,考古学的には戦国期の楚城であることが判明したものがある。更に澄県鶏叫城は
考古学的には楚の都市遺跡だが,地誌には仙人築城伝説があるgo。
逆に,地誌に記載されていても,考古学による成果が得られないものもある。岳陽廉国城は大馬村
故城 と推定 されるが,地 誌 にある位置や 「東西二城」とい う記載 とは一・致 しない。 また 「湖陵六十里」
以外の羅国城も不明である。郡陽白公城,武陵(常徳)張 若城 ・司馬錯城,辰漢五城,臨湘如山故城
等も地誌に記載されるが,これまでに相当する考古学遺跡の報告はない。平江安定城など,地誌の記
載 と関連 しない もの もある。当然,考 古学調査 ・発掘が実施されたのは限 られた地域であ り,今後,
地誌の記載 と一致するものが発見される可能性は十分ある。また地誌記載の都城跡も限られたもので
あ り,考 古学による新たな都市遺跡 の発見 もあるだろ う。
そこで,現在考古学資料 と地誌の記載が一致する都誠 ・都市遺跡について考えたい。湖南に羅国城
が存在する とい うのは,r漢書』地理志 ・長沙国羅の注に 「鷹勘 日楚文正徒羅子 自校江居此」,とあ る
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▲ 明清地誌楚関連古跡)
『湖南省地図冊』(湖南地図出版社1987年)第6頁湖南地勢から作成
ことに拠る。屈原が 自沈 した泪羅 もこの附近であ り,『史記』屈原頁生列傳で も正義に 「故羅城在岳
州湘陰県東北六十里,春 秋時羅国」,という。泪羅羅城附近 からは春秋禁裏や秦墓 も出土 している。
また周辺 に 「羅」のつ く地名 も多 く,羅国 との関係が指摘 さ=れている91。しか しr漢書』地理志注に
い う楚文王当時に相当す る考古学資料は発見さ;れていない。
羅国城以上に興味深い現象は采菱城,申鳴城,白公城である。これを江陵紀南城 との関連から考え
たい。考古学発掘 によう と,紀 南城の築城は春秋晩期であ り,楚の平王,昭 王,恵 王の時期にあ た
る。『春秋左氏傳』昭公二十三(前519)年俸に楚の嚢瓦が令ヲ}と為 って,郵 を築いた92というのが,
紀 南城建設の外郭 とも考 え られ る93。楚 の昭王十一一(前506)年 には呉が郵に入 り,恵 王十一(前
479)年には白公の乱が起 きる。 この際,い ずれも王都である郷は大 きな打撃を被っている。一方,
考古学発掘によると紀南誠の南城壁の水門は春秋晩期から戦国期まで使用されたものといい94,その
間に大 きな破壊はない。従って,こ の遺跡は自公の乱以降のもの と推定 され る。
紀南城が郵都 となった時期を不問にすると,紀南城は平王期に建設が始まり,恵王期に完成したも
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の といえよう。采菱城,申 鳴城,自 公城 がその伝承 や名称から推定 される年代に等 しい。采菱城の由
来が楚平王が菱を採ったことというのは,紀南城の築城開始とともに,湖南雀西北部へ楚国の本格的
進 出が始 まったことを示す ものだろう。 この地域に隣接する華容には草薬台がある。平王 に先行する
豊玉によるものである。華春草華台も何らかの遺跡である可能性はあるが,近年草筆台に相当する宮
殿遺跡が湖北省潜江で発見されている95。湖南で発見される春秋楚墓の多 くは春秋晩期のものである
ことから,禁国の湖南進出は平王期の紀南城建設に伴うものであり,その拠点の一つに采菱城があっ
た とい え よう。
申鳴,白公勝はいずれも恵王の直接の推挙で登用された人物である。白公の乱を鎮圧 したのは葉公
子高であ るが,申 鳴,白 公 の名称が近隣地域 に伝承される という例は白公の封地附近に もみ える96。
申鳴は 『春秋左民博』,『史記』に記載はな く,封地等の存在は不明である。だが逆に,そ の ような人
物の名が伝わることか ら,こ の地域に強い影響のあたえた人物 と考え られる。 それが 「申鳴」である
という確証はないが,楚王に直接事える人物であった違いない。すなわち楚の官職者または県君に相
当するものが,恵 王朝 この地に現れた と考 えられる。
澄県では春秋中期墓が発見されている。その頃からこの地滅が楚の影響圏だったことは間違いない
が,恵 王朝,紀 南城の完成前後 に長江対岸の この地 も県 として掌握 されるようにな り,そ れを象徴す
るのが,湖南最大の楚城中鳴城ではないだろうか。采菱城,申鳴城,自公城他湖南西北部の楚都市遺
跡には簡単な調査報告しかな く,遺跡そのものの年代の詳細は不明であるが,地誌の記載と現在の考
古学資料からは以上のような推察が可能である。
そ して,宋 玉城 である。 これ も考古学年代の詳細は不明だが,張 若城,司 馬錯城,春 申君の墓 と居
宅が地誌に存在することから考えたい。常徳から出土した禁裏はそのほとんどが戦国期のものであり,
1000基以上発掘 されたなか,近 年秦墓 と考 えられるもの一基が初めて出土 している97。晩期楚墓の発
掘状況からも,秦 昭f三 十(前277)年前後の秦に よる楚の語中攻略は一時的な もの と思われる98。
楚の 「江労十五邑」回復を示すものが宋玉城や春中差の墓や居宅であろう。宋玉は 『史記』屈原質生
列傳には屈原の後継者 として名を挙げら;れるにす ぎないが,楚 に事 えた人物である99。宋玉,春 弟君
が湖南に実在 したかは不明であるが,楚国が陳邪,寿春郵へ東遷 した時期の有力人物の名前が回復 し
た 「江労十五 邑」の地に残 された といえよう。
次に,考古学資料と地誌の記載のそれぞれの分布地を比較 したい。分布が一致するのは,都城 ・都
市遺跡でみて きた泪羅(湘 陰),岳陽(巴 陵),常徳(武 陵)周 辺,澄 県(濃 州)周 辺 と涜陵の周辺 で
ある。況陵は近年の考古学調査で熱中故城や秦墓 ・晩期楚墓が確認された。考古学資料がありなが
ら,地 誌の記載がないものは長沙 ・湘郷周辺,釜 揚周辺,衡 陽以南 の湘南地区,大 庸 ・古丈周辺の湖
南西北角があり,逆に郡陽周辺では地誌記載があるのに考古学の成果がない。
分布が一致する地域はr楚欝』渉江編にみえる屈原の足跡とほぼ一致する。特に柾渚に相当する常
徳に考古学資料,地誌記載 とも豊富なことは,この地の隆盛を草昧する。渉江編の終点地淑浦では,
幾年養鰻故城が禁城であったことが考古学的に証明されたが,地誌における古跡等の記載はない。 し
か し・『湖南通志』はその由来 を・楚懐王 の末窩・義帝が項羽に殺さ:れ,武陵人絹素が招屈亭で契 し
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たのを前漢高祖が義と称え,義陵県としたという。前漢初期には淑浦にも招屈亭が存在 した。また近
年発行の 『淑浦県志』(社会科学文献出版社1993年)は淑浦での屈原と距の交流を描 く伝説を紹介す
る 。
屈原は郵を追われて,辺境の湖南を流浪 し,郭都の陥落を聞いて自沈 したと考えるのが一般であっ
た。だが郡部陥落後,秦は熱中へも侵攻 し,更に数年後楚が 「江穿十五邑」を回復したことは考古学
資料にも示される。屈原が湖南に入ったのは頃嚢王の時期であ り,それは秦の熱中攻略と楚 「江労十
五邑」の回復 に関わる ものだったに違 いない。本来,屈 原は単に不遇の天才詩人 とい うのではな く,
楚 「江労十五邑」回復の偉業 に関わ った軍事 ・政治家 と して称えられていた とも思われ る。
分布が一致 しない地域のうち,湘南地区では明清期には屈原の祠廊などが存在する。この地域で忘
れてな らないのが義帝の存在 であ る。『史記』 項羽:本紀に よれば,項 羽は民間にあ った楚懐王 の孫,
心 を楚懐王 とし,後 に義帝 とす るが,長 沙都県に殺 すloo。榔州義帝陵は多 くの地誌 に記載され,今
日も存在す る101。時代が下るにつれ,義 帝 に関わ る地域すなわち楚の後高 であ る とい う認識 が強ま
り,祠廊が増加 したのだろう。
益陽で も先賢 として屈原を祀 るものはあ り,清 代の地方志 には堀原関連の古跡 が登場 している102。
大廟 ・首丈周辺の湖南西北角は今日も秘境 として有名な地区である。地誌に楚に関連する記載が少な
いこ とも納得できる。最大の謎は長沙であ る。 これ まで に数千基の楚墓が発掘さ:れているのに対 し,
地誌の記載はほとんど皆無である。地域的にも前漢長沙国以来,湖 南の地では中心的な位置を占めて
きた。戦国期か らそ うであったこ とは考古学資料 に明 らかである。
考古学資料が出現する以前からr楚僻』懐沙編は長沙を懐かしむ と解釈されてきた童03。だが,長
沙以外の屈原に関わる地域は考古学資料と地誌の記載が一致し,長沙のみが異なる。これは長沙と屈
原が直接関係 しないこ とを意味す るといえる。従 って 「懐沙 」 も 『史記』屈原頁生列傳索隠にいう,
沙 を懐 くの意であろう。
もっ とも 『方輿脇覧』は長沙附近 に楚の始祖熊繹が封建 されたこ とを僅かに伝 えてい る104。だが
熊繹を祀るものはない。存在するのは 「周昭玉簡」である。周昭王廟の建立時は不明だが,宋代の地
誌にはあり,南巡中死去した昭王の最期の地が長沙であると伝えている。一方で,楚 国に関係する祠
廊は全 く存 在 しないのである。 これは,こ の地が 「楚」の地ではあって も 「禁 国」ではなかったこと
を示す ものであろ う。
湖南における楚関連遺跡の分布には二種類の地域が存在するのである。一つは濃水中下流の流域や
常徳周辺の,平王期から 「禁国」の直接領域に組み込まれた地域であ り,熱中攻略 ・江南回復にあた
って屈原の足跡 と一致する地域である。 これは 「楚国」領域内である。 もう一つは地 誌に記載のない
地域である。長沙及びそれ以南の地域は文化的には 「楚文化」地域であったが,「楚国」の領域では
なかった。そのゆえに楚人の名が伝え られることも,屈 原が祀 られるこ ともなか ったのである。羅子
国,廉 子国 については考古学 資料 にまだ不明点が多 く,春 秋期の実態はわか らない。 しか し,屈原に
関わる古跡の存在から,戦国後期には 「建国」の直接領域に含まれていたと考えられる。
1957年安徽省寿県出土の 「oaf君啓節」の性格 とその解釈 には諸説 あるが∫この地域は 「那着港節」
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船飾の湘水,来 水の地域に相当する。船節湘水,来 水には到達地 も記 されることか ら,こ こが「那君」
の交易圏であ ったことは間違いない。或 いは 「交通路による分散地支配」1。5が存在 していたか もしれ
ない。『戦国策』楚策には蘇秦が楚威王に楚の領域について南には洞庭,蒼 梧が有 るという。蒼梧 の
地は九疑山の地域,湘 江上流 と考 えられ る。
交通路からは長沙以南の地も楚の範囲内であり,交通路を管理 していた楚国は領域 と考えていたか1
もしれない。 だが実際には禁国の直接支配を受けない地域であ り,そ の意味 において 「楚」であった
が 「禁国」でなかった地域 と想定されるのである。
ここで,屈 原の死について考えたい。『史記』屈原頁生列傳は漁父 との対話か ら屈原が死を決意 し,
「懐沙」 を詠 じ,泪 羅に自沈する とい う構成である。 これに秦の熱中攻略 と楚の江南回復の史事を重
ねてみる。江南回復 には,楚 頃嚢王が乗地の兵十余万人 を得た とい う106。江南の地の兵ではない。
屈原は湖南での対案挙兵に失敗 し,絶望したのではないだろうか。募兵に期待された地域は邪,胎中
を攻略 された以上,洞 庭湖の東,長 沙の周辺 に限 られ る。だが この地域は楚のために挙兵することは
なかった。長沙では秦墓 も発掘されているが,戦 国晩期後半の楚墓 には秦の影響はない107。
屈原の死の鍵を握る漁父は末代の地誌では郡陽に祀られている。だがこの伝承は明代には途絶え
る。郡陽は自公善による築城が地誌に記載されるが,郡陽周辺には考古学資料も存在 しない。考古学
発掘の少ない地域であるため,現時点ではこれ以上の比較はできない。
屈原の死因は推測されるにす ぎない。 しか し,考 古学資料 と地誌 の比較により,湖南 におけ る建国
の支配の実態,「禁国」領域であった地域 と 「楚」地にす ぎなかった地域二種類の存在は明 らかにな
った といえよう。本稿で試みた方法は,ま だ課題の多い方法ではあるが,地 域を理解する新たな視 点
を獲得で きることが判明 した。地誌資料を詳細 に分析 し,考古学資料を活用することで,実 態により
近い歴史像を描 くことが可能である。楚国の全体籐を掴むため,楚 全域 でこの方法を試み るこ と,ま
た時間軸において,前 楚時代,後 楚時代を視野にいれた研究を今後に課 したい。
注
1丹 陽の位置,邪 遷都の時期にはいずれ も諸説があ り,これまでに断定 されていない.谷 口満 「楚国の都城」
r日中文化研究』10(1996年).
2石 泉r古代荊楚地理新撰』武漢大学出版社1988年.
3谷 口満 「石泉教授の歴史地理研究」『東北学院大学論集』歴史学 ・地理学第26号(1994年).
4湖 北省博物館 「楚都紀南城的勘査与発掘(上 ・下)」『考古学報』1982-3,4.
5注1論 文参照.
6尾 形勇 ・平勢隆郎 『世界の歴史2中 華文明の誕生』中央公論社1998年第136頁.
7左 全孝 「楚地今名考」『玩湘通藝録』巻五.
8こ の反論は湖南は虞夏以来夏の領域なので楚地にもなり,郵も湖南に近いという論で春秋期の具体的事例は
ない.曾 朝祐 「楚地今名著」『玩潮通藝録』巻五.
9藤 田勝久 『史記戦国史料の研究』第五章 『史記』楚世家の史料的考察(東京大学出版会1997年).
10藤 田勝久 「戦国楚の領域形成と交通路」rr史記』r漢書』の再検討と古代社会の地域的研究』(平成5年度
文部省科学研究費補助金一般研究(B)研究成果報告書)平成6(1994)年).
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11 本書は著者(高 至喜)の 他以下の執筆者がある(括弧内教筆者).第2章第2節 「羅国,廉国城適地」(郭
勝斌)第4章第5節 「楚人信巫重祀在墓葬中的反映」(姦菲)・第5章 第6節 「詔書,竹簡」(劉彬徽)・第5章
第6節 「絵画芸術」(李正光).
12 注10参照,
13 『中国方志叢書』(成文出版社民国55(1966)年～)他『天一閣議明代地方志選刊』(上海書籍出版社1962年),
r日本藏中國牢見地方志叢刊』(書銅文献出版社1991年)等がある.
14 青lei.定雄 『唐宋時代の交通と地志地固の研究』第二部第一章唐宋時代の総誌及び地方誌(吉川弘文館昭和
38(1963)年).
15 湖南地方志は明代には150種以上編纂され,現存34種,清代では編纂400種以上の内346種が現存 という.吉
林図書館学会 ・朱建亮 ・李龍飾編r湖南方志論』(吉林省地方志編纂委員会 ・吉林省図書館学会1986年).
16 乾隆刊r禮志』は乾隆十五(1750)年刊r濃州志林』であろう.張雲鍬 「宋玉墓紀事」r簡松草堂文集』巻
七.
17 郭徳維は松滋,薄郷を湖南省内の分布地区に挿入する.『楚系墓葬研究』第3章 禁裏の分類.
ユ8 報徳維r楚墓的発現和研究」(『楚文化志』湖北人民出版社1988年)は湖南楚墓を湘北,・湖中,湘 南,湖西
の4分 類とするが,同 『楚系墓葬研究』は洞庭区,濃 州区(臨澄区),長沙区(湘中区),黙中区,蒼梧区の
5分類 とする.郭偉民 「湖南楚墓分区探索」(『楚文化研究論集』第:4集1994年河南人民出版社)は濃水中下
流区,沈水流域与澄水上流区,湘江中下流区,湘江上流区に分類する.郭偉民分類の巴,越等民族文化に注目
し,益陽の帰属を保留 とする点は評価 されるが,現状に最も合致するのは郭徳維5分類であろう.
19 『楚系墓葬研究』は編年のみ江凌紀南城附近に限る.(第4章楚墓の分期湖南他地域の編年作業の困難さを
示すものである.
20 表1資 料欄に来源資料を巻末 「湖南省楚墓発掘報告一覧」の該当番号で示し,本文中地名ごとの注記は省
略する.注記する場合は 「発掘報告+該 当番号」で表記する.1984年度版始刊 『中国考古学年鑑』の省別発
掘活動報告は必要に応じて注記し,発掘報告一覧には含まれない.
21 この時期の考古学資料の主なものを楚文化研究会編 『楚文化考古大事記』(文物出版社1984年)がまとめる.
22 発掘報告27.高至喜 「論長沙測城橋1号 墓和楊家湾6号墓的年代」(『湖南考古輯刊』第1集1982年)は春
秋,戦 国の交代期(春秋末年至戦国初年)とする.しかし 『楚文化的南漸』も戦国墓として説明,広義には戦
国墓である.この他,長沙では左表公山15号墓(発掘報告3),楊家湾6号 墓(発掘報告2),黄泥坊20号墓(発
掘報告6),烈士公園3号 墓(発 掘報告20),仰天湖5号 墓(発 掘報告8,10),万里牌406号墓(発 掘報告7),
荷花池1号墓(発掘報告39),白泥塘5号墓(発掘報告41)等が保存状態 もよく,棺榔構造の明確な墓薙であ
る.
23 『楚文化的南漸』は楊家山65号墓(発 掘報告32),沙湖橋A36号墓(発掘報告15),発掘報告19の一部分を
春秋晩期禁裏とする,
24 現長沙市五一路(北),披 子街(南),黄 興蕗(東),下 河街(西)の 南北580メー トル,東 西680メー トルの
範囲を長沙城(漢臨湘城)跡 と推定する.(発掘報告42)。
25 この都市遺跡遺物に経国を示すものはないが,羅城と口伝され,附近に羅のつく地名が多 く,ほぼ羅国と断
定 される.(発掘報告43,45,r楚文化的南漸』第2章 第2節 羅国,康 国城遺鮭).
26 『楚文化的南漸』は 「湘郷県域関長橋戦国墓群」『中国考古学年鑑』1986年,「湘郷市凍肉廠東周墓群」r中
国考古学年鑑』1987年も引 く.
27 発掘報告48では墓主題人,『楚文化的南漸』は何家湾1号 墓を墓主建国貴族(楚人)の春秋晩期墓とする.
28 珠洲は全県の歯周遺跡報告がある.(発掘報告55)他,依県,郡 州,津市にも同様の報告がある.(発掘報
告57,81,100)詳細が不 明なため,本 稿では言及せず,表1に も含まれない.ま た故県楚墓 には鄭 目元 「故県
岡嶺鎮東周,両 漢墓葬」(r中国考古学年鑑』1986年)がある.(r楚文化的南漸』).
齢勘..
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29 『楚文化的南漸』は以下 『中国考古学年鑑』資料も引く.盛定国 「益陽県赫山鎮東周墓」〈1985年)・同 「益
揚陸質山東周墓葬」(1988年)・含予華 昌 「益陽県天子墳東周墓群」(1987年)・胡平 「益陽県赫 山鎮菜子坦 戦国
西漢墓」(1988年)・郡健強 「益陽県天成坑戦国,西 漢墓群」(1989年).未発表資料 に益陽赫111廟春秋晩期 青
銅器墓2基(温 湯地区博物館館長盛定国提供資料),益陽地区出土春秋晩期青銅器楚墓1基(湖 南省博物館資
料)(『楚文化的南漸』).発掘報告60の早期墓22基内8基 も春秋晩期墓である.尚r楚 文化的南漸』では益陽
隣接の桃江も春秋楚墓出土地点とするが,該当資料はなく不明とする.
30 『楚文化的南漸』は盛定国 「益陽市部発現戦国遺趾」『湖南 日報』1982年5月19日第一版,同5月28日 第一
版 も引 く.
31 鳳形嘘山1号墓は有銘蓋を含む青銅器十点を出土,その組合せ,形態は湖北省江陵,当場,河南省析川出
土の春秋楚墓に近 く,時期は 「春秋中期偏晩」或 「春秋中期晩期交代期」である(発掘報告63).銅鼓山2号
墓も春秋晩期楚墓である(発掘報告62).
32 慶国城調査と大馬村葉隠故城趾については 『楚文化的南漸』第2章第2節羅国.名家堰一閣家山地帯にも
周代遺跡があり 「楚文化風格」という(発掘報告64).
33 華容楚墓8基は春秋晩期墓である,(発掘報告70)臨湘楚墓を『楚文化的南漸』は何欽法「臨湘県鵡子披東,
東漢墓」(『中国考古学年鑑』1989年)により戦国墓11基とする.
34 発掘報告72は苗圃,五馬帰槽出土春秋墓を禁裏とするが,『楚文化的南漸』は越人墓とする。
35 薦玉輝 「衡陽県赤石郷東周面漢墓」『中国考古学年鑑』1987年.(『楚文化的南漸』).
36 資興の墓葬は小沢正人 「梵文拡大の一様相」(『早稲田大学大学院文学研究科紀要』別冊16哲学歴史編1989
年)の 分析 に詳 しい.
37 1958年徳山発掘1,2,3,25号墓が春秋晩期墓 と推定 される(『楚文化的南漸』).また1993年発掘22号墓は戦
国晩期秦墓の可能性が強い.常徳の初例である(発掘報告89).
38 調査によると策県故城の前漢代使用期間は長 くない.(発掘報告90湖南省常徳県文化館宋烈氏資料).
39 張中一 ・彰青野 「論楚人入湘年代」r江漢考古』1984-4及び発掘報告90.
40
.
祝家醐楚墓は武器の副葬がないという特徴がある.都市遺跡は発掘報告93に併記される.
41 春秋晩期楚墓は郡家嘱16,35号墓(発掘報告97),夢渓三元宮新石器時代遺跡に1基がある(『楚文化的南画』
湖南省博物館発掘資料).
42 近数年澄県では 「文物普査」で1000基弱の楚墓を発見した(『楚文化的南漸』).過去,灌水下流に 「戦国晩
期後段」楚墓はないと指摘されたが(発掘報告97),今後の資料発表が待たれる.
43 湖北省江陵紀南城東30キロにある戦国中期後半大型楚墓で,裏 口41.7×37。2メ… トル,墓 主は出土竹 簡か ら
楚封着 「邸陽君番勅」 とされる.(湖北省荊州地区博物館 「江陵天星観一号楚墓」r考古学報』1982一一1).
44 太山廟 で楚墓29基(発掘報告102),姑児山で楚墓150基以上を発掘 している.賀 剛 「臨濃県姑児ll.1戦国墓 群」
『中国考古学年鑑』1986年(P楚文化的南漸』).
45 慈利石板村では1970年代初,鉄道工事で戦国,前漢基数十薬が破壊され,正確な墓罪数は不明である(発
掘報告103).
46 湖南省楚竹簡は慈利石板村36号墓竹簡他以下5件 がある.長沙五里牌406号墓(発掘報告7)・長沙仰天湖
25号墓(発 掘報告10)・長沙揚家湾6号 墓(発 掘 報告2)・i九 里一一号墓(発 掘報告94)・常徳夕陽披2号 墓
(場数乾 「常徳市徳山夕陽肢二号楚墓竹簡」『中国考古学年鑑』1985年,『楚文化的南漸』第5章第6節 「吊書,
竹簡」).長沙3件は造築であり,高承詐編 『戦国楚竹簡塵編』(齊魯書社1995年)に全文発表された.常徳夕
陽破は2簡出土で大事紀年のある記事である,臨澄九里は数十簡,慈利石板村は手簡弱が出土 した.この3件
は簡報のみで,全容不明だが,呉越二国史事を含む記事的古書という石板村竹簡の内容は特に注目され,濃水
流域地域の性格を考えるにも重要である,
47 r楚文化的南画』は賀剛 ・宋謀年 「大腐市城区戦国至明代墓葬」(r中国考古学年鑑』1987年),龍京沙 「大
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腐市周家河龍盤1戦国墓群」(『中国考古学年鑑』1988年)も引 く.賀剛 「論湖南秦墓,秦 代墓与秦文化要素」
(『湖南考古学輯刊』第5集1989年)は大唐三角坪に戦国末期楚墓多数,また秦墓の存在を指摘,
48 潭水流域の楚都市遺跡については発掘報告90.
49 新石器時代都市遺跡は湖南省文物考古研究所 「澄県域頭山厨家嶺文化城趾調査与試掘」(『文物』1993-12)
以来調査発掘が続いている.(何介均 「澄県南岳城頭山新石器城趾」『中国考古学年鑑』199E年).
50 申鳴,宋 玉は次章参照.(注70,71).
51 自公(白公勝)は 次章参照(注77).発掘報告90は白公城地表遺物は春秋戦国期時期楚遺物のみで漢代以降
はないといい,向桃初 「慈和白公城遣趾」(『中国考古学年鑑』1994)は自公城は初歩的分析では漢代都市遺跡
と い う.
52 『湖南省志』第二十八巻文物志第52頁(湖南出版社1995年).
53 馬田坪郷高低村2,9号墓は春秋晩期楚墓(発掘報告119).秦墓の報告もある.(発掘報告116).
54 『楚文化的南漸』は龍京沙 「背丈自鶴湾戦国西漢墓」(『中国考古学年鑑』1988年)も引 く.
55 発掘報告90(涜陵県博物館陳勇,太常郷文化動鄭敬年提供資料)は 涜陵県県城西ICキロの沈水沿岸にあり,
東西1300メー トル,'南北200メー トルの細長い都市遺跡 というが,新 報告の発掘報告107に従 う.
56 秦の胎中を巡って,賀剛は近人説を検討,四川省東南一隅(彰本県一帯)・丹江中下流西,漢水上流説が成
立 しないことを論証 し,嵩中城の考証は困難とする.語 中の具体的領域は,東境=洞 庭湖,北 境=長江,西
境:烏 江中下流(四 川省内),南境:沈 水中流或 中上流であ り,楚 「嵩中」 と 「江勇…」「江南」は同一 とする.
更に 「廿七年蜀守若」秦寡銘素式銅矛出土の大唐三角坪68号墓墓主は楚巫郡胎中攻略に戦死した秦兵(湖南省
文物考古研究所発掘資料),「中哺(府)王 鼎」鋳鋼鼎,「少府」銘銅矛出土の叙浦馬田坪1978年発掘24号秦墓
墓主は秦将 と思われる(発掘報告116)ことから,黒中南境を涜水中上流と確定する.(「楚欝中及楚其晩期墓
葬的初歩考察」『楚文化研究論集』第4集 河南人民出版社1995年).
57 何介均は長沙,湘郷,衡陽,益陽,泪羅,辰渓,淑浦,資興等の陶礼器副葬楚墓の多数は(地域によっては
絶大多数が戦国晩期後半から戦国末の60年弱に属するという(「湖南晩期楚墓及其歴史背景」(r楚文化研究論
集』第2集 湖北人民 出版x}:1991年).
58 賀剛 「論湖南秦墓,秦 代墓与秦文化要素」(『湖南考古学輯刊』第5集1989年)は長沙4基,泪 羅1基,古
丈1基,淑 浦3基,大 唐3基 の12基を 「秦墓」 とし(古 丈,大 唐 は未発表資料),『楚文化的南漸』第7章 第
1節は淑浦9基,大 唐3基,古 文1基,沿 羅1基,長 沙8基 の22基を 「秦墓」 とする.
59 賀剛注58論文.
60 賀剛は 『史記』秦本紀昭嚢王三十一(前276)年「秦所抜楚江労反秦」,楚世家 「(頃裏王)二十三(前276)
年乃収束地兵,得十余万,復西取秦所抜我狂奔十五邑為郡,距秦」を楚地語中の回復とし,黒中は戦国末年ま
で楚地とする.戦国晩期の湖南楚墓の帰属 も棄値,大庸,常徳,保靖,淑 浦の最晩期楚墓の編年を戦国末期と
し,戦 国年末まで楚欝 中が継続 した証拠 とす る.(注56論文).
61 北宋王存奉勅撰 ・元豊三(1086)年刊 『元豊九域志』を黄裳が重修.「古蹟」項を附 し,本稿は特にこれを
参考 とした.
62 『湖南方志論』(注15参照)は現存最古の湖南省志を明正徳年間(1506年至1521年)刑具東湖 ・周来軒纂r湖
廣圖経志』とする.嘉靖r湖廣圖経書』はこの重修であろう.:本稿は拠尊経閣文庫影印本(日本蔵中國牢見地
方志叢刊A出 版社1991年)を利用.
63 正徳以降,湖 南省志 には万暦二至四年(1574年至1576年)刊r湖廣総志』,康煕二十三(1684)年刊r湖 廣
通志』,雍正十一(1664)年刊 『湖廣通志』,乾隆二十二(1757)年刊 『湖南通志』,嘉慶二十五(1820)年刊
『湖南通志』,光緒十一年(1885)刊『湖南通史』があ る.(注15参照)本 稿は光緒十一年(1885)刊『湖南通
史』台湾京華書局昆國56(1967)年影印本を利用.
64 「流布本」とは青山定雄r唐宋時代の交通と地志地固の研究』(注14)にいう.民国69(1980)年刊台湾文海
26
1圭{版社影印本(孤本不明)は嘉慶八(1803)年重刊本に拠古逸叢書二十六膨柴本太平簑牢記補閾影印本を加
える.背 進叢書本は 日本楓llk官庫(内 閣文庫)所 蔵本影印.
'
65 この補閉部分は明清期の古跡分布に近 く,清代地誌に拠るのは明らかであり,参考として表2に示すに留
め る.
66 『輿地紀勝』章華合引 『岳陽志』に,江 陵沙津東北,監 利東北,華 容の3カ 所にあるという.
67 平勢隆郎r新編 史記東周年表一中國古代紀年の研究序章一』(東京大学東洋文化研究所1995年)は新十二
諸侯年表,『史記』東周記事年次年代検索表伍子得列伝に自公の乱を前479年(楚恵王十一年,春秋哀公十六'
年),『史記』東周記事年次年代検索表楚世家 に前480年(楚恵王十年)と するが,前479年に従 う.ま た以下
先秦期の年代は平勢隆郎前掲書に従 う.・ ・
68 蜀守張若は昭嚢王三十(前277)年楚を討ち,楚の座郡と江南を秦の賠中郡とする.(『史記』秦本紀).司
馬錯は昭嚢王二十七(前280)年,白起の命で朧 西を経て,蜀 か ら楚の欝中を攻撃 し,勝利 している.(『史記』 ・
秦本紀)。
69 r史記』毒中君列傳によると,毒中君は楚頃嚢王に事え,考烈王の相であった.その封地は始め准北十二縣
であったが,江東に転封を申し出,呉嘘(現蘇州)を都邑とする.政敵李園により郡部寿春の棘門で殺される
のがその最期であり,史書には現在の常徳との関係を示すものはない.
70 申鳴は 『説苑』巻四,『韓詩外傳』巻十に載る.異同はあるが内容はほぼ同じく,親孝行という申鳴を建玉
が臣下に求めるが,拒 絶,し か し父の勧めで承諾,入 朝する.そ の後白公の乱に遭遇,白 公 と交戦する.自 公
は申鳴の父を捕えるが,申鳴は父を見捨て自公を殺す.乱後,楚王が賞するも,申鳴は父を殺した不孝により
自死するというものである.
71 宋玉についてはr史 記』屈原頁生列傳他 『韓氏外傳』巻 十,『新序』巻一等にある.
72 注68張若参照.
73 荘驕は 『史記』西南列傳に傳がある.『史記』では威王将だが,平熱隆郎 『新編史記東周年表一中國古代紀
年の研究序章一』(注67参照)『史記』西南列傳威王将荘踏は頃嚢王将の誤りで,傳は前296年以降の記事とする.1
74 昭霊廟はr輿地紀勝』磐雅堂本にはなく,催盈齋本のみにみえる。
一
75 屈原の行跡は 『史記』屈原質生列傳及 び竹治貞夫 『楚辞研究』(風間書房昭和53(197E)年).r史記』屈原
「
貫生列傳では,懐 王は屈原 を 「疏」 し,頃 嚢王は 「遷」するが,具 体的行動 は不明であ る.r楚欝』がその行
程の根拠であり,渉江編は湖南での行程を示す.r史記』屈原質生列傳では屈原は漁父と出会い,「懐沙」を詠
じ,泪羅 に自沈する.「懐沙」は屈原が北進 した と解釈で きるため,竹 治貞夫 『楚辞研究』は長沙を目指 した
とし,中途に楚敗戦亡国の悲報を聞き,死を決意したと考える.一方 『史記』屈原費生列傳索隠は懐沙を按楚
詞九懐 日懐沙礫以自沈,此 其義也,と する.「懐沙」を辞世 として詠み,自 沈 した と解釈するものである.
76 自公の乱は 『史記』楚世家,伍子骨列傳他,『春秋左氏傳』哀公十六年にも傳がある.
77 白公の封地は巣,今盧州居巣縣也.括地志云白亭在豫州東南三十二里(「史記』楚世家正義),汝陰褒信縣西
南有貞享(『春秋左氏傳』哀公十六年傳社領注)という.楊寛 「春秋時代楚国県制的性質問題」(『中国史研究』
1981-4)附録四 「楚国白公勝所在県邑考」では,『史記』楚世家正義に拠 り,白 公勝 の邑を現安徽省寿県南 と
する.注 昌されるのは,盧 州古跡に自公屯兵の地 「自公池」 とその西十里に 「自公城」があり,同 梁縣治南二
里に 「中将草鹿」 として楚将申明(申 鳴)を 祀ることである.(『輿地紀勝』巻四十五)『大明一統志』巻十四
盧州府にも府城東に 「自公池」,府城東北に 「申将軍廟」を記す.湖南の申鳴城,自公城が隣接 した地域にあ
ることと関連するものであろう.ま た,平 熱隆郎 「楚王 と県君J(『史学雑誌』90-2,1981年)は白公封地を白
県(現河南省息県東)と し,勝との関係は不明だが,霊王期に白公子張の存在を指摘する.
78 湖南省地方志編纂委員会編r湖南省志 ・第二十八巻 ・文物志』湖南出版社1995年.
79 巴陵縣「孝感廟」は,秦武陵令羅君が鉄連中溺死,その二子が入水死したことを祀る羅娘廟が始建という(『湖
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南通志』)。羅君二子は元豊年間錫命で追爵受封,平 江縣令楊寅が平江の清烈廟,淑 濟祠を忠孝愛顧 として再
建,東 に忠潮候(屈 原),西に孝行烈妃孝感侯(羅 君二子)を祀 った(『湖南通志』引劉一能(宋)「忠孝需斐
記」).宋代 「忠」「孝」観を示すが,反 秦の屈原 と秦官子弟の合紀は皮肉である.
80 慈利県に 「眉根王墓」がある.(r輿地紀勝』,『大明一統志』)『容齋絵筆』第十古鎮子に 「淳煕十四(1177)
年濃州慈利縣眉掃玉茎,傍 五里山,擢 蓋古家也,其 中藏器物甚多.予甥余流宰是邑得一鉾」 といい,虎紐鉾子
である.鎮子のf置{土から,戦国至漢代の墓 と推測できる.周 王趨(在 位前322年至前264年)の死後まもなく
臨
周(東周)は 亡ぶ.墓 所は史書には不明であ り,慈利撮王墓の由来 も不明だが,宋代湖南人は大墓即周墓とし
たのである.明清期の楚関連古跡の増加から明以降の発見なら楚人墓 となる可能性は高い,
81 清代湖南の規定では,市 県志は十五年に一度編纂し,通志の参考にされた.(注15参照).
82 『湖南通志』巻三十四華客縣章華亭に引 く.
83 春弟君墓の地は現在も常徳市内にある,墓は残れ,民 国23(1934)年重修時の碑が常徳市文化館にある.(注
78).
84 雍正七(1913)年,濃 州,慈 利,永 定衛 の一部 に より安 福縣を設 置,民 国2(1913)年臨澄 と改名,現 在に
至 る,(注15参照).
85 同治十二(1873)年刊 『玩州府志』は韮江昭霊廟について宋嘉定四(1211)年賜額 とする.
86 何浩 『楚滅国研究』(武漢出版社198年)「楚滅国造程概述」は,羅 国は楚武王十三年至五十(前698年至前
63])年,康国は楚荘王四年至十七(前610年霊前597)年に滅国されるという.
87 『輿地紀勝』巻五十六,『大明一統志』巻六十五永州仙繹に 「屈庭静,漢 祁陽人.楚 白公之後.」という仙人
が載る.これも自公家畜に関わる伝説が湖南地域に分布 していた一証であろう.
88 r大明一統志』,r湖廣圖経志』記載による.荘 王,庸 王,平 王はそれぞれ在位前613年至前591年,前560年
至前545年,前522年至前506年であ る.
89 注4参 照。
90 同治十三(1874)年刊P直 隷濃州志』巻二城地にある.
91 注25参照.
92 r史記』楚世家 は平王十年 とする.索 隠,注67に 従い,'昭公二十三年(乎 ヨ三十一年)と す る.
93 高介華 ・劉玉堂 『建国城市和建築』第三章(湖 北教育出版社1995年・楚学文庫).
94 注4参 照.
95 荊州地区博物館 ・潜江県博物館 「湖北潜江竜湾発現楚国大型宮殿遺赴」『江漢考古』1987-3.
96 注77参照.
97 注37参照.
98 注56,60参照.
99 注71参照.r韓詩外侮』巻十は楚裏王(頃 裏王)と 宋玉の対話,F新序』巻一は楚威望との対話を載せる.
100義帝死去は義帝一(前205)年.(『史記』秦楚之際月表).
101義帝陵は1989年榔州市政府が修復,観 光地にもなっている.(注52参照).
102張中一P屈 原新考』(中国文史出版社1991年)「屈原紀念地遺跡総述」は益陽に三カ所の屈原遺跡を指摘す
る.しか し清代資料によるもののみであ り,長沙と同 じく考えることも可能である.
103注75参照.
104『方輿脇覧』巻二十三湖南路潭州,郡 名に熊湘があ り,繹婚対の地 と記載する.
105注10参照.注10第1章は郭君啓節を巡 る諸説をまとめる.
106注60引『史記』楚世家参照.
107注58参照.
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湖南省楚関係発掘報告一覧
(長沙)
1顧 鉄符 「長沙五二 ・八二六号墓在考古学上諸問題」『文物参考資料』1954一一10
2湖 南省文物管理委員会 「長沙揚家湾MOO六 号清麗簡報」『文物参考資料』1954-12
3湖 南省文物管理委員会 「長沙左家公山的戦国水櫛墓」『文物参考資料』1954-12
4李 正光 「湖南省文物工作隊在長沙市南門外魏家堆附近清理了一批戦国至元代墓葬」『文物参考資料』1955-
10
5綜 茅1中工作小組 「長沙北郊継茅神工地第一区的古代墓葬」ざ文物参考資料』1955-11
6湖 南省文物管理委員会 「長沙黄泥坊第二r卜号墓清理簡報」r文物参考資料』1956-11
7中 国科学院考古研究所 『長沙発掘報告』科学出版##:1957年
8湖 南省文物管理委員会 「長沙出土的三座大型木榔墓」『考古学報』1957-1
9湖 南省文物管理委員会 「湖南長沙紫檀舗戦国墓清理簡報」『考古通訳』1957-1
10湖南省文物管理委員会 「長沙仰天湖第二十五号木榔墓」r考古学報』1957-2
11湖南省文物管理委員会 「長沙広済橋第五号戦国木榔墓清麗簡報」r文物参考資料』1957一一2
12周世榮 「長沙黄L嶺戦国墓的清利」『考古通訳』1957-9
13湖南省文物管理委員会 「湖南長沙縣茅沖戦国小型水櫛墓清理記」『考古通訊』1957-4
14湖 南省文物管理委員会 「湖南長沙祇園神工地古墓清理小結」『考古通訳』1957-5
15李正光等 ・彰青野 「長沙沙湖橋一帯古墓発掘報告」『考古学報』1957-4
16周世榮 「長沙烈士公園清理的戦国墓」『考古通訳』19586
17湖南省文物管理委員会 「湖南長沙陳家大Ilj戦国墓薙清麗筒親」r考古通訳』1958-9
18湖 南省文物工作委員会 「湖 南長沙小林子～中工地戦国,東 漢,唐 墓清理簡報」『考古通訳』1958一一12
19湖 南省博物館 「長沙楚墓」『考 古学 報』1959-1
20高至喜 「長沙烈士公園三号本郷墓清理簡報」『文物』1959-10
21湖 南省博物館 「長沙市東北 郊古墓薙発掘簡報」r考古』1959一一12
22周 世榮 ・文道義 「五七 ・長 ・子十七 号墓清理簡報」『文物』1960-1
23湖 南省博物館 「長沙柳家大 山古墓清理簡報」r文物』1960・一3
24湖 南省博物館 「長沙五里牌古墓葬清麗簡報」6文物』1960-3
25高 至喜 「記長沙 ・常徳出土弩機的戦国墓」『文物』1964-6
26高 至喜 「記長沙,常徳出土弩機的戦国墓一兼談有関弩機,弓矢的幾個問題」『文物』1964-6
27湖 南省博物館 「長沙醐城橋1号 墓」『考古学報』1972一・1
28湖 南省博物館 「新発現的長沙戦国楚墓吊画」『文物』1973-7
29湖 南省博物館 「長沙子弾庫戦国木榔墓」r文物』1974-2
30熊 傳新 「長沙新発現的戦国練織物」『文物』1975-2
31単 先進 ・熊傳新 「長沙識字嶺戦国墓」『考古』1977-1
32長 沙鉄路車鈷建設工程文物発掘隊 「長沙新発現春秋晩期的銅剣和鉄器」r文物』1978-10
33長 沙市文物工作隊 「長沙市五里牌戦国本郷墓」『湖南考古輯刊』1(1982)
34湖 南省博物館f湖南長沙黄=t嶺魏家大塩戦国墓」『文物資料叢i刊』3(1980)
35長 沙市文物工作隊 「長沙工農橋一号戦国木榔墓」『文物』1983-E
36湖 南省博物館 「長沙樹木嶺戦国墓阿弥両漢墓」r考古』1984-9
37長 沙市文物工作隊 「長沙留芳嶺戦国墓発掘簡報」『湖南文物』1(1986)
38長 沙市文物工作隊 「長沙火把山楚漢墓」『湖南文物』3(1988)
39長 沙市文物工作隊 「長沙市荷花池1号戦国木榔墓発掘報告」r湖南考古輯刊』5(1989)
40長 沙市文物工作隊 「長沙市紅龍山戦国墓発掘簡報」『江漢考古』1992一;
41長 沙市文物工作隊 「長沙市 白泥塘5号 戦国墓発掘簡報」『文物』1995・一12
42:黄綱正 ・呉銘生 「長沙楚城初論」『楚文化研究論集』2(1991)
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(泪羅)
43 湖南省文物管理委員会 「湖南湘陰古羅城調査及試掘」『考古』1958-2
44 湖南省博物館 「泪羅県東岡,秦,西漢,南朝墓発掘報告」『湖南考古輯刊』3(1986)
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